駐 車 場 契 約 書

駐車場名○○○○○
賃貸人：　　　　　　　　　　　 
　

賃借人：　　　　　　　　　　　
駐車場契約書
　　賃貸人　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」と称す。）と
　　賃借人　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」と称す。）
との間に甲所有の駐車場につき使用契約（以下「本契約」という）を以下のとおり締結した。
記
第１条（契約の成立）

　　　　甲は、以下に表示する自動車駐車場（以下「本駐車場」という）を乙に賃貸し乙はこれを賃借する。
　    名　　称　：
　　　　　　　　　　　　　
      所 在 地　：
　　　　　　　　　　　　　
      契約部分　：
○番部分
　　　車両形式　：　メーカー：　　　　　　　　　車種：　　　　　　　　
　　　車両ナンバー　：　　　　　　　　　　　　
第２条（利用車両の制限）
乙は本駐車場には、乗用車以外の大型自動車及び特殊自動車を駐車してはならない。
　　　全　　長：　○○○○ｍｍ
　　　全　　高：　○○○○ｍｍ
　　　全　　幅：　○○○○ｍｍ
　　　重　　量：　○○○○ｋｇ
第３条（駐車場契約期間と更新）
賃貸借契約期間は、平成○○年○月○日より平成○○年○月○日までの○年間とする。但し、甲又は乙が１ヶ月前までに本契約を更新しない旨の意思表示がないときは、本契約は更に１年間更新される。
第４条（使用料及び消費税の負担）
使用料月額○○○○○円（消費税○○○○円）を毎月○○日（但し銀行が休業日
の場合、前営業日まで）までにその翌月分を、甲に支払うものとする。尚、振込手数料は
乙の負担とする。
但し、１ヶ月未満の使用料は、その月の日割計算（１ヶ月３０日とする）とする。

尚、解約については、１ヶ月前までに申出があった場合は当月分を日割計算とするが、１ヶ月前までに申出が無い場合は既に支払い済みの使用料は返金しないものとする。
第５条（保証金）
1． 乙は保証金として金○○○○○円を甲に預託するものとする。

保証金は無利息とする。

2． 解約その他により本契約が終了した場合、保証金は乙の甲に対する一切の債務弁済

に充当した後、残額を本物件の明渡完了後速やかに、保証金預り証と引き換えに甲から乙に返還する。
第６条（禁止事項）
乙は下記の各号に定める行為をしてはならない。
１．本駐車場を駐車場以外の用途に使用すること及び現状の変更。

２．契約上の権利を第三者に譲渡、転貸その他、他の権利の設定等、一切の処分行為。

３．本駐車場に日覆いその他の工作物を構築して現状を変更すること。

４． 警笛及びエンジン調整等により必要以上に騒音を発し、居住者に迷惑を掛けること。

５．急発進、急停止及び急ハンドルの行為。

６．本駐車場以外の場所に駐車すること。

７．その他、本規約に違背する行為。
第７条（乙の賠償義務）
乙は、本駐車場における車両の保管については自己の責任により行い、乙又は乙の

関係者の故意又は過失により生じた一切の事故については、乙の責任負担において

処理し、甲に一切の迷惑を掛けないものとする。

尚、共用部分に損害を与えた事故についてはすべて甲に届出、修復を甲に委任し、これに要する費用は乙の負担とする。
第８条（運転者の義務）
運転者は下記の事項を守らなければならない。

１．子供の飛び出しに充分注意すること。
２．発進及び停止の際は、前後左右に充分注意すること。

３．非常事態発生又は甲が管理運営上車両の移動を申し出たときは、速やかにその支持

　　に従うこと。
第９条（甲の免責）
本駐車場は機械式の為、故障、震災、風水害、火災等の発生により駐車中の車両その他こ
れらに付随するものに如何なる損害が発生しても、甲は一切の責を負わないものとする。
第１０条（事前承認事項）
乙は次の場合、書面をもって甲に届けなければならない。
１．本駐車場を利用する車両ナンバーを変更したとき。

２．本駐車場を利用する車両を変更したとき。

３．本敷地内で利用する車両が事故にあったとき。

４．長期に渡り本駐車場を使用しないとき、又は長期間（１０日間以上）車両を置いたままにする場合。建物内の改装・間仕切りその他造作設備の新設その他原状を変更する工事を行うこと。
第１１条（契約の解除）
乙が下記の各号に該当する場合には、甲は催告その他の手続きを要しないで直ちにこの契約を解除することができる。

１．使用料の支払いを２ケ月分以上遅滞したとき。

２．他の債務につき強制執行、仮差押、仮処分、破産、民事再生、会社更正、会社整理
その他これに類する申立を受けたとき又は自ら行ったとき。

３．その他、本契約に定める条項の１つにでも違反したとき。
第１２条（駐車場の明渡し）
１．期間の満了、解約、解除その他の事由によってこの契約が終了しようとする場合には、乙は直ちに駐車場を原状回復のうえ、無条件で甲に明渡すものとする。この場合、乙は甲に対して立ち退き料、その他の名目の如何を問わず一切の請求はできないものとする。上、原状に回復することをいう。

２．本契約終了と同時に駐車場を明渡さないときは、乙は本契約終了の翌日から明渡し完了の日まで使用料相当額の倍額を損害金として甲に支払わなければならない。
第１３条（協議事項）
本契約に定めのない事項または、契約事項の解釈に疑義を生じたときは、甲乙誠意をもって協議し、その解決にあたるものとする。
第１４条（特約事項）
　　　　１． 
以　　上
この契約締結の証として本契約書２通を作成し、甲・乙各自記名捺印のうえ、甲・乙それぞれ１通を保持するものとする。
平成　　年　　月　　日
賃貸人(甲)
住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　

   　
賃借人(乙)
住所
氏名       　　                        　　 印
※添付資料

駐車場見取図
